
 （1）         ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」    平成 27 年  2 月 25 日 

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

て
お
り
、
実
質
的

に
無
期
雇
用
の

状
態
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
医
師
の

診
断
に
よ
り
従

前
の
業
務
に
復

職
可
能
な
状
態

で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
地
位
確
認

等
を
求
め
て
東

京
地
裁
に
提
訴

し
て
い
た
。 

判
決
で
は
、
更

新
の
合
理
的
期

待
に
つ
い
て
、

「
原
告
に
は
契

約
更
新
の
合
理

的
期
待
が
認
め

ら
れ
る
」
と
し
た

も
の
の
、 
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〝
革
マ
ル
派
は
、
組
織
建
設
を
優
先
す

る
と
の
基
本
方
針
の
下
、
自
治
労
な
ど

の
官
公
労
や
Ｊ
Ｒ
総
連
を
始
め
と
す
る

基
幹
産
業
労
組
の
組
合
員
獲
得
に
力
を

注
い
だ
ほ
か
、
普
天
間
基
地
移
設
や
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
関
す
る
閣
議

決
定
な
ど
政
府
の
施
策
に
反
対
す
る
活

動
を
通
じ
て
市
民
層
の
取
り
込
み
を
図

っ
た
。
〟 

〝
（
略
）
同
派
は
、
機
関
紙
「
解
放
」
で
、

「
経
営
陣
が
安
全
運
行
管
理
を
放
棄
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
列
車
事
故
が
相
次

い
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
」
な
ど
と
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
経
営
陣
を
批
判
し
た
上
で
、

「
Ｊ
Ｒ
の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か
お

う
」
と
訴
え
た
。
〟 

 

新潟地本は昨年 12 月 20日、羽越本線列車事故現場

で慰霊碑に献花した。神田委員長以下７名の組合員は、

慰霊碑に手を合わせ安全への誓いを新たにした。事故

から今年で 10 年となるが、事故を風化させることな

く、安全な運行を続けることが一番の慰霊になると肝

に銘じた。 

 

新潟地本設備部会は、平成 23年２月１日に発生した飯山線・大

根原踏切での列車と乗用車との衝突事故現場へ赴き、慰霊の献花

を行った。参加者は慰霊碑に手を合わせ、「安全を第一として日頃

の作業に従事しているが、改めて安全確保する事の大切さを痛感

し、二度とこのようなことを起こさない」と誓った。 

また、今冬は年末の大雪で事故当時に迫る積雪があり、過酷な条

件下に従事していた作業員の苦労の一端も感じたと語った。 
 

Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｎ
Ｒ

Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）
委
員
長
の
雇
い
止
め
に
対

し
、
㈱
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ

ズ
（
Ｎ
Ｒ
Ｅ
会
社
）
を
相
手
取
り
、
東
京

地
裁
に
地
位
確
認
等
を
求
め
て
提
訴
し

て
い
た
が
、
２
月
３
日
、
原
告
の
請
求
を

棄
却
す
る
不
当
判
決
が
下
さ
れ
た
。 

一
昨
年
の
12
月
、
Ｎ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
委

員
長
は
、
出
勤
途
上
の
会
社
施
設
内
で
転

倒
し
、
約
３
ヵ
月
に
わ
た
る
入
通
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
長
野
労
基
署
か
ら
「
通

勤
災
害
」
の
認
定
を
受
け
、
休
職
し
た
う

え
で
治
療
に
専
念
、
順
調
に
回
復
し
、「
従

前
の
業
務
に
就
労
可
能
」
と
す
る
主
治
医

の
診
断
書
及
び
契
約
更
新
希
望
を
会
社

に
申
し
出
た
が
、
Ｎ
Ｒ
Ｅ
会
社
は
３
月
31

日
に
「
雇
止
め
通
知
書
」
を
手
渡
し
、
４

月
１
日
に
失
職
し
た
。
平
成
20
年
10
月

か
ら
計
17
回
の
契
約
更
新
を
行
っ
て
お

り
、 

 

 

い
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
」
な
ど
と
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
経
営
陣
を
批
判
し
た
上
で
、

「
Ｊ
Ｒ
の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か
お

う
」
と
訴
え
た
。
〟 

〝
過
激
派
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
つ
い
て
「
原
発
・
核
開
発
に
猛
然
と

突
き
進
む
こ
と
の
宣
言
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
な
ど
と
批
判
す
る
と
と
も
に
、
反

原
発
団
体
の
集
会
・
デ
モ
に
引
き
続
き

活
動
家
を
参
加
さ
せ
、
自
派
の
機
関
紙
・

ビ
ラ
を
配
布
し
て
全
原
発
の
即
時
停

止
・
廃
炉
を
訴
え
た
。
〟 

 

『
Ｊ
Ｒ
総
連
＝
革
マ
ル 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
？ 

Ｊ
Ｒ
総
連
は
革
マ
ル
派
浸
透
に
つ
い

て
、
政
府
や
警
視
庁
公
安
部
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
悪
辣
・
熾
烈
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
浦
和
電
車
区

事
件
は
最
高
裁
に
お
い
て
刑
事
・
民
事

裁
判
と
も
Ｊ
Ｒ
総
連
側
の
敗
訴
が
確
定

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
等
へ
の
革
マ
ル

派
浸
透
問
題
に
つ
い
て
も
「
影
響
力
を

行
使
し
う
る
立
場
に
革
マ
ル
派
活
動
家

が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
す
る
答
弁
書
が
、
民
主
党
政
権

を
含
め
歴
代
の
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
の
衆
議
院
予
算
委
員
会

で
も
、
安
倍
首
相
が
「
革
マ
ル
派
活
動

家
が
Ｊ
Ｒ
総
連
、
Ｊ
Ｒ
東
（
労
組
）
に
影

響
力
を
行
使
し
う
る
立
場
に
相
当
浸
透

し
て
い
る
」
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。 

国
鉄
改
革
の
残
滓
で
あ
る 

過
激
派
・
革
マ
ル
派
を 

Ｊ
Ｒ
か
ら
一
掃
し
よ
う
！ 

 
 

 

安
全
へ
の
誓
い 

あ
ら
た
に 

 

的
期
待
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
た
も
の

の
、
雇
用
期
間
の
定
め
が
明
示
さ
れ
た
契

約
書
が
更
新
の
度
に
作
成
さ
れ
て
い
た

点
か
ら
、「
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
と

同
視
で
き
る
状
態
に
至
っ
た
と
ま
で
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
断
し
た
。 

ま
た
、
雇
止
め
の
合
理
的
理
由
・
相
当

性
に
つ
い
て
は
、「
配
送
業
務
に
就
く
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
被

告
が
雇
用
を
更
新
し
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
合
理
性
・
相
当
性
が
認
め
ら
れ

る
」
と
結
論
付
け
た
。 

組
合
へ
の
事
前
説
明
も
な
く
、
長
野
列
車

営
業
支
店
を
本
年
３
月
で
廃
止
決
定
！ 

労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
、
こ
の
間
、

Ｎ
Ｒ
Ｅ
会
社
と
団
体
交
渉
を
鋭
意
行
っ

て
き
た
。
昨
年
８
月
に
は
、
北
陸
新
幹
線

金
沢
延
伸
後
の
業
務
体
制
な
ど
に
つ
い

て
の
交
渉
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
た
が
、

Ｎ
Ｒ
Ｅ
会
社
は
Ｎ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
へ
の

説
明
も
な
い
中
、
突
如
と
し
て
、
長
野
列

車
営
業
支
店
の
業
務
見
直
し
に
つ
い
て

の
説
明
会
の
開
催
を
掲
示
で
告
知
、
本
年

３
月
で
の
長
野
列
車
営
業
支
店
の
廃
止

が
口
頭
で
告
知
さ
れ
た
。
一
方
的
な
施
策

変
更
に
対
し
て
、
組
合
側
に
一
切
の
説
明

も
な
く
強
く
抗
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

ま
た
も
不
払
い
賃
金
が
発
覚
！ 

団
体
交
渉
で
は
、
ま
た
も
不
払
い
賃
金

が
発
覚
す
る
な
ど
杜
撰
と
も
言
え
る
労

働
管
理
の
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
労
働
協
約
の
締
結
や

組
合
員
の
他
支
店
へ
の
斡
旋
を
強
く
求

め
る
な
ど
、
組
合
員
の
雇
用
確
保
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
く
。 

 

二四（労働基準法第
24条第１項但書） 
協定締結 

２月 13日に本部・本社

間で締結しました。15 日

以降、各地本は支社と確認

していきます。３月１日以

降 25日までに、全組合員

が事務で賃金控除依頼の

手続きを行ってください。

これは個人請求となりま

す。出向者は雇用推進室等

へ連絡し、書類送付を依頼

してください。 

 

慰霊 

Ｎ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
の
地
位
確
認
訴
訟 

東
京
地
裁
が
不
当
判
決
！ 

公
安
調
査
庁
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」 

革
マ
ル
派
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
等
の
組
合
員
獲
得
に
傾
注 

公
安
調
査
庁
は
、
破
壊
活
動
防
止
法
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ

た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
、
公
共
の
安
全
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
任
務
と
し
て
、
国
内
諸
団
体
の
動
向
な
ど
公
共
の
安
全
に
影
響

を
及
ぼ
す
諸
情
勢
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
毎

年
１
月
に
発
行
す
る
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
に
お
い
て
、
革
マ
ル

派
の
動
向
が
次
の
と
お
り
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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１
．
賃
金
に
関
す
る
あ
る
べ
き
姿
と 

今
後
５
年
間
の
目
標 

(1)
あ
る
べ
き
姿
（
最
終
到
達
目
標
） 

①
賃
金
セ
ン
サ
ス
（
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
）
に
お
け
る
企
業
規
模
に
応

じ
た
「
全
産
業
中
位
数
」
を
上
回
る

賃
金
水
準
へ
の
到
達
を
図
る
。 

②
長
期
安
定
雇
用
を
前
提
と
し
た
労

働
環
境
を
創
出
す
る
と
共
に
、
業
務

内
容
や
経
験
年
数
等
と
連
動
す
る

一
貫
し
た
賃
金
処
遇
制
度
を
確
立

す
る
。 

③
定
年
年
齢
以
降
も
継
続
し
て
業
務

に
従
事
で
き
る
労
働
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
従
事
す
る
業
務
内

容
等
に
応
じ
た
合
理
的
な
処
遇
体

系
を
確
立
す
る
。 

(2)
今
後
５
年
間
の
目
標
（
中
期
目
標
） 

①
Ｊ
Ｒ
７
単
組 

・「
全
産
業 

大
企
業
１
，
０
０
０
人
以

上 

中
位
数
」
を
必
達
目
標
に
据

え
、
２
０
１
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
到
達
す
る
。 

・
上
記
必
達
目
標
を
達
成
し
た
単
組

は
、「
全
産
業 

大
企
業
１
，
０
０
０

人
以
上 

第
３
四
分
位
数
」
を
上
位

目
標
と
し
て
設
定
し
、
上
位
目
標
の

到
達
に
向
け
て
取
り
組
む
。 

・
上
位
目
標
に
到
達
し
た
単
組
に
対
し

て
は
目
標
水
準
値
を
設
定
せ
ず
、
生

産
性
の
向
上
、
物
価
水
準
の
動
向
等

を
踏
ま
え
て
、
当
該
単
組
の
置
か
れ

た
状
況
を
勘
案
し
、
諸
手
当
を
含
め

た
基
本
賃
金
の
継
続
的
向
上
に
取

り
組
む
。 

②
グ
ル
ー
プ
単
組 

（
略
） 

 

組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。 

一
方
で
、
現
行
で
は
定
年
年
齢
以
降

も
継
続
雇
用
と
し
て
多
く
の
高
年
齢

者
が
業
務
に
従
事
し
て
い
る
が
、
往
々

に
し
て
業
務
内
容
と
連
動
し
た
処
遇

が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
い
が
た
い
状

況
が
散
見
さ
れ
る
。
当
面
の
間
は
在
職

老
齢
年
金
や
高
年
齢
者
雇
用
継
続
給

付
金
と
い
っ
た
公
的
給
付
も
踏
ま
え

た
制
度
設
計
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
高
年
齢
者
に
対
し

て
も
、
従
事
す
る
業
務
内
容
に
応
じ
た

合
理
的
な
処
遇
体
系
の
確
立
を
求
め

て
い
く
。 

 

２
．
目
標
設
定
に
関
す
る 

基
本
的
な
考
え
方 

１ 
目
指
す
べ
き
賃
金
水
準 

こ
の
間
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
が
到
達
す

べ
き
賃
金
水
準
と
し
て
、
賃
金
セ
ン
サ

ス
に
お
け
る
「
全
産
業
、
１
，
０
０
０

人
以
上
規
模
、
中
位
数
」
を
「
必
達
目

標
賃
金
」
を
設
定
し
そ
の
到
達
に
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
の
、
現
在
到
達
し
て

い
な
い
単
組
が
存
在
し
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。 

私
た
ち
の
産
業
は
鉄
道
業
を
中
心

と
し
つ
つ
も
広
範
な
業
態
で
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
企
業
も
地
域

を
支
え
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
続
け

る
と
い
う
社
会
的
使
命
を
有
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
責
務
を
継
続
し
て
担
い

続
け
る
役
割
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す

れ
ば
、
従
業
員
数
で
同
規
模
レ
ベ
ル
の

企
業
群
に
お
け
る
平
均
的
な
賃
金
水

準
で
あ
る
中
位
数
以
上
の
賃
金
水
準

を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
も
同
目

標
を
掲
げ
た
早
期
の
到
達
を
目
指
し
、

す
べ
て
の
単
組
が
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
。 

そ
の
上
に
立
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
に

つ
い
て
は
、
同
目
標
を
必
達
目
標
と
し

て
据
え
、
今
後
５
年
間
を
集
中
期
間
と

し
、
早
期
の
到
達
を
図
る
こ
と
と
す

る
。
そ
し
て
、
必
達
目
標
に
到
達
し
た

単
組
は
更
な
る
賃
金
水
準
の
向
上
を

目
指
し
、
上
位
目
標
（「
全
産
業 

大
企

業
１
，
０
０
０
人
以
上 

第
３
四
分
位

数
」
）
の
到
達
を
図
る
こ
と
と
す
る
。 

な
お
、
上
位
目
標
に
到
達
し
た
単
組

に
対
し
て
は
、
敢
え
て
目
標
設
定
を
せ

ず
、
引
き
続
い
て
基
本
賃
金
の
向
上
に

鋭
意
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
は
、 

 

 

(3) 

総
合
生
活
改
善
の
取
り
組
み 

①
取
り
組
み
方
針 

基
本
賃
金
を
最
重
点
と
し
つ
つ

も
、
諸
手
当
や
割
増
賃
金
、
一
時
金
、

さ
ら
に
は
労
働
時
間
や
福
利
厚
生
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い

っ
た
諸
制
度
に
つ
い
て
も
春
季
生

活
闘
争
時
に
集
中
し
て
改
善
に
向

け
た
要
求
を
行
い
、
前
進
を
図
る
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
退
職

手
当
に
つ
い
て
も
支
給
水
準
の
維

持
・
向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

②
諸
手
当
の
取
り
扱
い 

諸
手
当
は
賃
金
の
一
部
を
な
す

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
一
時
金
を
含

め
た
総
額
給
与
が
生
活
給
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
諸
手

当
の
一
層
の
改
善
を
図
る
こ
と
は

極
め
て
有
用
で
あ
り
、
引
き
続
い
て

各
単
組
で
の
取
り
組
み
を
要
請
す

る
。
一
方
、
諸
手
当
に
つ
い
て
は
金

額
の
設
定
等
に
お
い
て
個
別
労
使

に
お
け
る
特
殊
的
要
素
が
多
分
に

大
き
い
の
が
実
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原
則
統
一
し
た
要
求
設
定
は
行

わ
ず
、
各
単
組
で
の
判
断
に
委
ね
る

こ
と
と
す
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
個
別
労

使
の
水
準
を
逐
次
情
報
開
示
し
、
単

組
に
お
け
る
労
使
協
議
の
支
援
を

鋭
意
図
っ
て
い
く
。 

た
だ
し
、
時
間
外
労
働
の
抑
制
を

念
頭
に
置
い
た
時
間
外
割
増
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
部
諸
手
当
に
つ
い

て
は
連
合
が
そ
の
改
善
に
向
け
て

統
一
行
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
連
合
指
針
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
統
一
要
求
（
到
達
最
低
ミ
ニ
マ

ム
設
定
）
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。 

③
賃
金
外
項
目
の
取
り
扱
い 

労
働
時
間
や
福
利
厚
生
と
い
っ

た
賃
金
外
項
目
に
つ
い
て
も
上
記

諸
手
当
と
同
様
、
個
別
労
使
に
お
け

る
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
合
で

設
定
し
て
い
る
中
期
指
針
等
で
の

到
達
目
標
基
準
を
除
い
て
は
、
各
単

組
で
の
要
求
設
定
を
図
る
こ
と
と

す
る
。
な
お
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
後
述
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
」
で
記

述
さ
れ
る
中
期
目
標
を
踏
ま
え
て

統
一
要
求
設
定
を
検
討
す
る
。 

 

 

述
さ
れ
る
中
期
目
標
を
踏
ま
え
て

統
一
要
求
設
定
を
検
討
す
る
。 

(4) 

デ
ー
タ
開
示 

賃
金
要
求
は
全
組
合
員
の
賃
金
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
最
終
学
歴
と

連
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
要
求
根

拠
と
な
り
う
る
指
標
（
目
安
）
の
開
示

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
高
卒

（
男
子
、
標
労
層
）
で
の
開
示
を
行
う

こ
と
と
す
る
。 

ま
た
、
単
組
の
事
情
を
考
慮
し
、
引

き
続
き
平
均
賃
金
及
び
個
別
賃
金
（
年

齢
別
ポ
イ
ン
ト
賃
金
）
の
併
用
で
の
対

応
を
行
う
。 

(5) 

春
闘
の
取
り
組
み
強
化 

春
闘
は
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る

重
要
な
局
面
で
あ
り
、
昨
今
春
闘
に
対

す
る
社
会
的
関
心
も
強
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
交
渉
環
境
が
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
中
、
諸
労
働
条
件
の

更
な
る
改
善
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

春
闘
を
通
じ
た
運
動
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
職
場
に
お
い
て
は
組
合
員
の

世
代
交
代
が
進
む
中
、
あ
ら
た
め
て
賃

金
制
度
の
理
解
や
共
闘
の
意
義
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
に
も
、
春
闘
集
会
や
賃

金
学
習
会
な
ど
、
組
合
員
に
訴
え
る
運

動
に
つ
い
て
も
連
動
し
て
強
化
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。 

（
随
時
掲
載
） 

 

（
前
回
ま
で
） 

第
３
部 

Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ
て
相
応
し
い

働
き
方
と
今
後
５
年
の
到
達
目
標 

１ 

雇
用
・
労
働
の
あ
り
方 

１ 

労
働
条
件
に
関
す
る
あ
る
べ
き 

姿
と
今
後
５
年
間
の
目
標 

２ 

目
標
設
定
に
関
す
る 基

本
的
な
考
え
方 

１
．
私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
働
き
方
と 

相
応
し
い
雇
用
・
労
働 

２
．
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の 

業
務
運
営
体
制
の
あ
り
方 

３
．
高
年
齢
者
の
働
き
方
と
処
遇 

４
．
男
女
平
等
参
画
の
実
現
と 

女
性
の
積
極
活
用 

５
．
円
滑
な
技
術
継
承
に
向
け
た 

人
事
運
用
、
教
育
の
あ
り
方 

 

 

Ｊ
Ｒ
連
合 

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
） 

Ｊ
Ｒ
連
合
が
、
Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
が
将
来
に
お
い
て
目

指
す
べ
き
雇
用
や
労
働
の
あ
り
方
」
を
考
え
策
定
し
た
『
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』

は
改
定
期
を
迎
え
、
こ
の
間
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係

労
働
者
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
働
き
方
、
目
指
す
姿
を
提
示
し
た
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
。
将
来
に
亘
り
Ｊ
Ｒ
産
業
が
そ
こ
に
集
う
労
働
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ

る
産
業
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る
全
て
の
単
組
が
本
ビ
ジ
ョ

ン
の
趣
旨
、
そ
し
て
目
標
を
共
有
化
す
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
業
務
に

精
励
で
き
る
環
境
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

３
．
今
後
の
春
季
生
活 

闘
争
基
本
方
針 

(1) 

基
本
ス
タ
ン
ス 

以
下
３
つ
の
観
点
に
立
っ
た
闘
争

を
展
開
す
る
。 

①
基
本
賃
金
の
向
上
を
は
じ
め
と
し

て
、
全
て
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
検

証
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
総
合
改

善
闘
争
を
展
開
す
る
。 

②
Ｊ
Ｒ
産
業
は
グ
ル
ー
プ
企
業
も
含

め
た
総
合
力
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
企
業
は
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
適
正
な
業
績
配
分
を
通
じ
た
グ

ル
ー
プ
企
業
で
働
く
労
働
者
の
一

層
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
。 

③
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
に
資

す
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
正
社
員
へ
の
転
換
ル
ー
ル
の

制
定
な
ど
を
求
め
て
い
く
。 

(2) 

賃
金
に
関
す
る
要
求
の
あ
り
方 

上
述
の
中
長
期
目
標
水
準
へ
の
到

達
を
念
頭
に
置
い
た
中
期
的
戦
略
の

上
に
立
っ
て
賃
金
要
求
を
決
定
し
て

い
く
。
な
お
、
具
体
的
な
賃
金
要
求
に

つ
い
て
は
、
取
り
巻
く
環
境
を
踏
ま
え

て
年
度
毎
に
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
過

年
度
物
価
状
況
や
景
況
判
断
等
を
都

度
加
味
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。 

一
方
で
、
基
準
内
賃
金
に
焦
点
化
し

た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
と
と
も
に
、
総

体
と
し
て
の
賃
金
改
善
要
求
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
要
求
方
法
や

引
き
上
げ
原
資
の
配
分
等
も
含
め
て

鋭
意
検
討
を
図
っ
て
い
く
。 

 

 

２ 

働
き
が
い
の
持
て
る 

賃
金
処
遇
制
度
の
実
現 

私
た
ち
労
働
者
は
、
業
種
や
企
業
規

模
を
問
わ
ず
、
長
期
安
定
雇
用
を
通
じ

て
、
安
心
し
て
、
そ
し
て
働
き
が
い
を

持
っ
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
ず
は
長
期
安
定
雇
用
の
確
立

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上

に
立
っ
て
、
そ
う
し
た
長
期
安
定
雇
用

を
基
礎
に
置
い
た
適
切
な
賃
金
処
遇

制
度
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

と
り
わ
け
、
在
職
年
数
の
経
過
と
と

も
に
多
く
の
経
験
を
積
み
、
知
識
・
技

量
を
習
熟
し
、
業
務
の
精
度
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
業
務

へ
と
従
事
し
て
い
く
と
い
っ
た
人
事

運
用
が
、
鉄
道
業
を
中
心
と
す
る
Ｊ
Ｒ

産
業
に
最
も
馴
染
む
形
態
と
言
え
る
。

事
実
殆
ど
の
事
業
者
は
そ
う
し
た
ジ

ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
し
て

い
る
。
業
務
内
容
に
着
目
す
れ
ば
責
務

や
責
任
に
応
じ
て
そ
の
対
価
で
あ
る

賃
金
を
は
じ
め
と
し
た
処
遇
は
む
し

ろ
厚
く
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

従
っ
て
、
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た

雇
用
・
労
働
環
境
が
馴
染
む
産
業
特
性

を
有
す
る
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
従
事
す

る
業
務
内
容
や
経
験
年
数
等
と
連
動

し
た
、
一
貫
し
た
賃
金
処
遇
制
度
が
望

ま
し
い
姿
で
あ
り
、
全
て
の
単
組
が
そ

う
し
た
概
念
に
基
づ
く
、
組
合
員
が
働

き
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
精
励
で
き

る
人
事
賃
金
制
度
を
目
指
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。 

 

 

む
に
あ
た
っ
て
は
、
過
年
度
物
価
水
準

の
動
向
や
生
産
性
向
上
分
等
を
踏
ま

え
つ
つ
、
単
組
の
事
情
等
も
勘
案
し
な

が
ら
、
諸
手
当
を
含
め
た
総
合
的
な
改

善
を
図
っ
て
い
く
。 

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
労
組
に
つ
い
て

も
、
従
業
員
数
で
同
規
模
レ
ベ
ル
の
企

業
群
に
お
け
る
平
均
的
な
賃
金
水
準

で
あ
る
中
位
数
以
上
を
確
保
す
べ
き

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。
な
お
、
グ
ル
ー
プ
企

業
の
多
く
は
従
業
員
規
模
が
小
さ
い

た
め
、
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
規
模
に
お

け
る
賃
金
水
準
を
勘
案
し
た
目
標
設

定
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
設
定

し
た
目
標
到
達
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。 

  

２ 

賃
金
の
あ
り
方 


